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【補正対象書類名】特許請求の範囲
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【補正方法】変更
【補正の内容】
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヒトまたは動物被検体の免疫応答を誘発または誘導するための、抗原およびアジュバン
トを含む肺内経路投与用の組成物。
【請求項２】
　エアロゾルまたは乾燥粉末フォームである請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　サポニンベースアジュバント、リポソーム、水中油型アジュバント、アルミニウム塩ア
ジュバント、リポポリサッカライドアジュバント、オリゴヌクレオチドアジュバントおよ
び粘膜アジュバントからなる群から選ばれる少なくとも１つのアジュバントを含む請求項
１に記載の組成物。
【請求項４】
　免疫刺激複合体を含む請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　ほかの免疫刺激アジュバントと組み合わされた免疫刺激複合体を含む請求項３に記載の
組成物。
【請求項６】
　抗原が、粘膜病原体又は他の病原体に対する免疫応答を誘発または誘導する抗原である
請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　抗原が、腫瘍特異的、または腫瘍関連抗原である請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　被検体に免疫応答を誘発または誘導するためのヒトまたは動物被検体への肺内投与にお
ける抗原およびアジュバントを含む組成物の使用、または、
　被検体に免疫応答を誘発または誘導するためのヒトまたは動物被検体に肺内投与用の医
薬製造のための抗原およびアジュバントを含む組成物の使用。
【請求項９】
　肺内経路によってヒトまたは動物被検体の免疫応答を誘発または誘導するための医薬品
であって、
　抗原とアジュバントとを含む組成物である医薬品。
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